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　日常の災害時はもちろん、大地震などの大災害時には、消防団の果たす
役割は特に大きく、地域防災の中核としてその活躍が期待されています。
　地域と住民の皆さんを災害から守るためには、地域の皆さん、そして若
い皆さんの消防団への参加が不可欠です。あなたも消防団員になりません
か？
　地域を愛する多くの方々の、消防団への参加をお待ちしています。
入団の条件▶
◎和木町に居住し、年齢が18歳以上の方（男女は問いません。）
◎心身ともに健康な方
消防団員の処遇▶
◎年間一定額の報酬が支給されるとともに、災害や訓練等に出動した場合
に手当が支給されます。また、 5 年以上勤務し退団した場合には退職報
奨金が支給されます。
◎公務災害補償（消防団活動中、事故に遭い死傷した場合の補償制度があ
ります。）
◎被服の貸与（消防団活動に必要な制服などが貸与されます。）
◎表彰制度（職務にあたって功労、功績があった場合は表彰されます。）
問合せ▶企画総務課　消防係（☎52－2136　内線307）

和木町消防団員募集中！ 岩国錦帯橋空港

三井化学㈱爆発・火災事故報告説明会

　 4 月22日に発生しましたレゾルシン（RS）プラン
ト爆発・火災事故により、負傷された方、家屋・設
備等の被害に遭われた方、その他近隣居住・近隣企
業の皆さまをはじめとする多くの方々に多大なご迷
惑をおかけし、深くお詫び申し上げます。

①負傷された方、家屋・設備等の被害に遭われた方
の補修・補償を第一義に対応しております。現時
点で約 9割の修理が完了しております。
②社外の学識経験者及び専門家による「事故調査委
員会」が 4 回開催され、事故の起因プラント・機
器は、RSプラントの酸化塔であることが特定され
ました。現在、事故の原因究明が進んでおり、抜
本的な対策が議論されております。当該委員会の
最終結論が出ましたら、改めてご報告させていた
だきます。
③岩国地区の大多数プラント及び大竹地区の全ての
プラントは、安全点検を兼ねた年次定期点検等に
より、設備の健全性・安全性を確認し、関係官庁
の承認を得て、 7 月中に稼働再開予定です。発災
プラントであるRSプラントは、当面稼働いたしま
せん。
④工場構内の倉庫で保管しているAN（アクリロニト
リル）廃棄触媒（劣化ウラン）については、保管
容器に異常はなく、事故前後で放射線量測定値に
変化はありません。法令に基づく、保管・管理が
されており、問題のないことを国の検査でも確認
していただいております。

●和木町における地域説明会の開催
7 月11日㈬　和木 5 丁目集会所
7月12日㈭　総合コミュニティセンター
いずれも19時
から開催

●主なご意見
①AN廃棄触媒のより安心できる保管形態・場所等を
検討実行して欲しい。
②有事の際の住民への情報提供を再構築して欲しい。

　弊社は、1958年（昭和33年）に、この和木・岩
国・大竹地区で、工場の操業を始めました。今後
も、安全・安定運転を最優先に、この地において、
事業活動を継続していきたいと念じております。
　安全・安定運転を基本に、健全な事業活動を通
じ、働く場を創出し、採用・雇用を継続していくこ
とが、地域社会に少しでも恩返しできる唯一の道と
考えております。
　二度とこのような事故を起こさないよう安全管理
を徹底してまいりますので、今後とも、ご支援・ご
協力の程、よろしくお願い申し上げます。

問い合わせ▶三井化学㈱岩国大竹工場総務グループ
　　　　　　　　　　　　　（☎0827－53－9010）

　 7 月11日、和木 5丁目集会所及び 7月12日、総合コミュニティセンターにおいて、 4月22日に三井化学株式
会社岩国大竹工場で発生した爆発・火災事故について、同社から原茂工場長、綱島副工場長をはじめ、関係部
長や従業員の方が出席し事故の報告説明会を開きました。両報告会では、合計112名の住民の方が集まり、原
工場長の説明に耳を傾けました。説明の概要は下記のとおりです。

【概要】　 4 月22日未明のレゾルシン（RS）プラントの爆発・火災事故では、住民の皆さんに多数の負傷や
家屋損傷等の被害を与え、また眠れぬ不安な夜を過ごさせたことを深く謝罪します。事故発生箇所は、「事故
調査委員会」が 4 回開催され、RSプラントの酸化塔であると特定されていますが、原因については、究明中
である事、また捜査中であるため、現在、明確な発表はできません。しかし、近いうちに最終結論が出次第、
発表・報告します。次回の「事故調査委員会」は 7月26日に開催予定です。
　今回の事故による有毒ガスの発生はありませんでした。人的被害は死傷者26名。うち住民の負傷者は16名。
社内では死者1名、重傷者2名という重大な事故でした。家屋の損傷被害は、999軒（和木町372軒、岩国市251
軒、大竹市376軒）ありました。 7 月 9 日現在、窓ガラス損傷等の軽微な修繕は 9 割が完了しましたが、甚大
な家屋の損傷の修繕が 1割残っており、早急に復旧するよう努めています。
　岩国地区のプラントは、発災プラント（RS）は稼働再開の目途が立たず一時中断。他のプラントは、ボイ
ラープラントの用役供給配管損傷により稼働停止中ですが、配管の復旧後、年次定期点検等により健全性、安
全性を確認し、関係官庁の承認を得て 7月中に17プラント中12プラントが再開の予定です。
　「AN廃棄触媒（劣化ウラン）」の件については、昭和43年 2 月にアクリロニトリル（AN）製造プラントの
操業を開始し、同年3月に岩国消防及び科学技術庁に劣化ウランを含む触媒の使用届を提出。昭和48年 1 月に
は、ANプラントの操業は中止しました。以降は法令に基づき、工場内のAN廃棄触媒倉庫で適正に点検・管
理されています。倉庫は今回の発災現場から500m離れており、軽微な破損程度で問題は発生しませんでし
た。事故前後の放射線量は、工場敷地境界（ 3箇所）及び本事務所の屋外でも異常な数値ではなく、事故後の
文部科学省の測定でも自然放射線量とほぼ同等であり、工場敷地外への影響はないとの結果が出ています。し
かしながら、今後もAN廃棄触媒の保管管理は法に従い継続し、 2 市 1 町協議会との連絡を密にし、適切な対
応を進めていく予定です。
　弊社は、昭和33年に和木・岩国・大竹地区で工場の操業を始めました。今後も安全・安定運転を最優先に、
この地において、事業活動を継続していき、健全な事業活動を通じ、働く場を創出し、採用・雇用を継続する
ことが、地域社会に少しでも恩返しできる唯一の道と考えており、二度とこのような事故を起こさないよう安
全管理を徹底してまいりますので、今後とも、ご支援・ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

開港まであと134日！
（2012年8月1日現在）

1 . お詫び 3 . 地域説明会

2 . 現在の状況

4 . さいごに

三井化学㈱発表の報告書を原文のまま掲載しています。
ただし、太字は役場で補筆しました。（ ）
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　会場周辺に駐車場がないため、車での来場はご遠慮ください。臨時のバスが町内を巡回しますので、ご
利用ください。混雑のため、乗車できない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

　会場周辺に駐車場がないため、車

での来場はご遠慮ください。バスが

町内を巡回しますので、ご利用くだ

さい（無料）。混雑のため、乗車でき

ない場合もありますので、あらかじ

めご了承ください。

訓練日程▶ 8月26日㈰　午前9時00分~
　　　　　メイン会場：和木中学校
訓練想定▶
①沿岸部訓練
　 8 月26日午前 9 時00分に、南海トラフを震源域と
するM9.0の巨大地震が発生し、午前10時30分頃に最
大 3メートル程度の津波が到達。
②内陸部訓練
　 8 月26日午前 9 時30分に、大竹断層を震源とする
M7.2の地震が発生し、多数の要救助者を救出する。

2012年山口県総合防災訓練2012年山口県総合防災訓練

メイン会場（和木中学校）訓練スケジュール

～　意識しよう　よきせぬ災害　日頃から　～

　「山口県総合防災訓練」が和木中学校
をメイン会場として開催されます。訓練
には、公的機関としては県内各消防署、
自衛隊、山口県警などが参加し、県内各
種の企業等も訓練に参加します。また、
中学校の体育館及び中学校北側駐車場に
は防災関係の展示コーナーを設け、防災
グッズの展示や、活動紹介のパネル展示
が予定されています。ぜひご家族やご近
所の方もお誘い合わせのうえ、ご来場く
ださい。

≪  ご来場の皆さんへ  ≫

問合せ▶企画総務課（☎52－2136）

8 時~13時の間に巡回します。
●瀬田便
和木町役場前（中学校側）⇒セブンイレブン⇒郵便局前
⇒図書館前⇒公園入口（拓和土木）⇒つつじヶ丘団地⇒
蜂ヶ峯団地⇒大谷⇒旭ヶ丘団地⇒瀬田分館⇒宮ノ下⇒和
木町役場前（中学校側）

●関ヶ浜便
和木町役場前（役場側）⇒宮ノ下⇒浄水場⇒関ヶ浜 1 丁
目第 1 集会所⇒宗永寺⇒図書館前⇒郵便局前⇒セブンイ
レブン⇒和木町役場前（中学校側）

山口県総合防災訓練　無料シャトルバス運行時刻表【8月26日㈰】

南海トラフ地震発生
和木中学校生徒の避難訓練
大竹断層地震発生
情報収集訓練
　山口県警ヘリ『あきよし』による情報収集
座屈建物救助訓練
　建物に取り残された人の救助
孤立救助訓練
　山口県消防防災ヘリ『きらら』による、建物に残された人の救助
車両多重衝突対応訓練
　車両事故で負傷した人の救助
大規模火災対応訓練
　管内消防隊・和木町消防団による合同遠距離送水訓練
閉会式（サブタイトル採用者の表彰式）

9：00　
9：00～ 9：30
9：30

9：45～10：30

10：30～11：20

11：20～11：25

11：30～

時 　 間 訓 練 内 容

 8：02
 8：42

…

12：42

 8：03
 8：43

…

12：43

 8：05
 8：45

…

12：45

 8：07
 8：47

…

12：47

 8：09
 8：49

…

12：49

 8：12
 8：52

…

12：52

 8：25
 9：05

…

13：05

 8：30
 9：10

…

13：10

 8：32
 9：12

…

13：12

 8：36
 9：16

…

13：16

 8：38
 9：18

…

13：18

セブン
イレブン

 8：00
 8：40

…

12：40

和木町役場
（中学校側） 郵便局 公園入口

（拓和土木）図書館 つつじヶ丘
団　地 蜂ヶ峯団地 大　谷 旭ヶ丘 瀬田分館 宮ノ下 和木役場町

●瀬田便（40分間隔で運行します。ただし、10時40分から11時20分の間は運休します。）

 8：02
 8：32

…

12：32

 8：10
 8：40

…

12：40

 8：11
 8：41

…

12：41

 8：12
 8：42

…

12：42

 8：14
 8：44

…

12：44

 8：22
 8：52

…

12：52

 8：25
 8：55

…

12：55

 8：26
 8：56

…

12：56

 8：28
 8：58

…

12：58

宮ノ下

 8：00
 8：30

…

12：30

和木町役場
（役場側）

関ヶ浜
浄水場 宗永寺関ヶ浜1丁目

第1集会所
関ヶ浜1丁目
消防車庫 図書館 郵便局 セブン

イレブン
和木町役場
（役場側）

●関ヶ浜便（30分間隔で運行します。ただし、10時30分から11時の間は運休します。）
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ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

重
本
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
か
ら
32
年
間
岩

国
地
区
消
防
組
合
で
消
防
士
と
し
て
勤
務
さ

れ
ま
し
た
。
上
司
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
部
下

か
ら
も
兄
貴
の
よ
う
に
慕
わ
れ
、
積
極
的
に

前
線
で
職
務
遂
行
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
下
の
育
成
指
導
に
も
格
別
の
意

を
注
が
れ
、
他
の
模
範
と
な
る
消
防
職
員
と

し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
うを

天
皇
陛
下
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
体
育
協
会
長
や
沖
灰
場
自
治

会
長
な
ど
様
々
な
立
場
で
和
木
町
の
た
め
に

御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
昨
年

の
山
口
国
体
銃
剣
道
競
技
会
で
の
力
強
く
凛

と
し
た
開
・
閉
会
宣
言
は
、
今
も
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

重
本
さ
ん
の
叙
勲
に
敬
意
を
表
す
と
と
も

に
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
重
本
正
明
さ
ん
が
叙
勲

　

7
月
3
日
、
関
ケ
地
区
で
約
三
百
五
十
年

間
も
続
く
恒
例
の
疫
神
社
の
厄
払
い
の
祭
礼

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
樹
齢
五
百
年
と
も
言
わ

れ
る
御
神
体
で
あ
る
タ
ブ
の
巨
木
に
、
藁わ

ら

で

作
っ
た
大
蛇
を
巻
き
つ
け
、
神
事
を
行
っ
た

後
、
当
屋
の
5
人
が
「
疫
病
退
散
、
家
内
安

全
」
と
唱
え
、
榊さ

か
きで

清
め
な
が
ら
、
一
軒
一

軒
を
お
祓は

ら

い
を
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
藁
の

大
蛇
に
は
47
本
の
御ご

幣へ
い

が
打
ち
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
当
時
の
関
ヶ
浜
地
区
の
世

帯
数
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
各
地
の
祭
礼
等
は
決
ま
っ
た
日

時
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
勤

務
の
都
合
や
子
供
た
ち
が
集
ま
ら
な
い
な
ど

の
理
由
で
休
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
疫
神
社
の
例
祭
だ
け

は
、
7
月
3
日
に
行
な
う
伝
統
が
続
く
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
29
日
、
和
木
幼
・
小
・
中
合
同
で
、

小
瀬
川
が
氾は

ん

濫ら
ん

し
た
こ
と
を
想
定
し
、
蜂
ヶ

峯
、
八
幡
山
に
避
難
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
幼
稚
園
児
は
中
学
生
に
手
を
ひ
か
れ
海

抜
20
m
付
近
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。
小
学
生

は
、
八
幡
山
公
園
中
腹
ま
で
避
難
し
ま
し

た
。
下
山
後
、
中
学
生
の
配
膳
で
園
児
た
ち

は
、
非
常
食
を
体
験
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
陸
上
自
衛
隊
山
口
自
衛
隊
第
普
通
科
17

連
隊
第
一
中
隊
の
大
谷
尚
士
一
等
陸
尉
か
ら

東
日
本
大
震
災
で
の
救
援
活
動
に
つ
い
て
講

話
を
受
け
ま
し
た
。
津
波
や
原
発
の
被
災
地

で
の
過
酷
な
任
務
に
耐
え
ら
れ
た
の
は
、
地

元
の
人
の
感
謝
の
言
葉
や
、
逃
げ
遅
れ
た
ペ

ッ
ト
の
癒
し
、
ま
た
、
家
族
の
安
否
も
分
か

ら
な
い
ま
ま
、
任
務
に
つ
い
て
風
呂
や
食
事

の
援
助
を
し
て
く
れ
た
被
災
地
の
自
衛
隊
員

た
ち
の
お
か
げ
だ
っ
た
。
一
生
懸
命
頑
張
る

と
い
う
事
を
茶
化
す
人
間
も
い
る
が
、
そ
れ

は
自
分
が
一
生
懸
命
で
は
な
い
か
ら
だ
。
災

害
で
命
を
お
と
し
た
り
、
孤
児
に
な
っ
た
り

し
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
一
生
懸
命
生
き
て
欲
し
い
。
と
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

疫
神
社　

厄
祓
い
祭
礼

幼
・
小
・
中　

合
同
避
難
訓
練

　

6
月
28
日
、
和
木
小
学
校
全
児
童
が
文
化

庁
主
催
「
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術

体
験
事
業
」
と
し
て
「
オ
ペ
ラ
『
カ
ル
メ

ン
』」
を
文
化
会
館
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事

業
と
は
、
一
流
の
文
化
芸
術
団
体
に
よ
る
巡

回
公
演
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
発
想
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
を
図
る
こ
と
、
ま
た
芸
術
鑑
賞
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
オ
ペ
ラ
『
カ
ル
メ
ン
』」
は
、
四

幕
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
二
幕
で
、
四
年

生
も
参
加
し
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
力
い
っ

ぱ
い
歌
い
、
素
晴
ら
し
い
芸
術
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ブ
ラ
ボ
ー
！

「
オ
ペ
ラ
『
カ
ル
メ
ン
』
」
を
鑑
賞
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7
月
9
日
、
岩
国
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
（
明
本
收
二
会
長
）
の
総
会

に
お
い
て
、
町
林
業
研
究
会
の
藤
岡
義
彦
副

会
長
が
、
普
及
功
労
者
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

藤
岡
さ
ん
は
、
40
年
も
の
永
き
に
わ
た

り
、
林
研
の
会
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
と

と
も
に
、
平
成
11
年
か
ら
は
副
会
長
と
し
て

会
の
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
間
、
特
産
品
の
和
み
竹
炭
（
な
ご
み
ち
く

た
ん
）
の
開
発
や
生
産
、
同
会
が
管
理
す
る

栗
園
の
整
備
や
管
理
な
ど
の
活
動
に
率
先
し

て
参
加
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生

を
対
象
と
し
た
森
林
体
験
学
習
の
地
域
指
導

者
と
し
て
林
業
の
普
及
活
動
に
努
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
本
町
の
林
業
振
興
事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 ま

ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

岩
国
地
区
林
研
総
会
で
功
労
賞

生
改
連
朝
市

　

6
月
30
日
、
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
で
、
和
木

町
林
業
研
究
会
（
明
本
收
二
会
長
）
の
指
導

　

7
月
10
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
前
で
、
和
木
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
（
西
﨑
節
子
会
長
）
の
朝
市
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
朝
市
に
は
、
会
員
が

生
産
し
た
新
鮮
な
野
菜
、
花
、
梅
干
、
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
漬
け
な
ど
が
出
品
さ
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

7
月
4
日
、
和
木
町
沖
で
町
と
和
木
漁
業

組
合
（
宮
本
雅
生
組
合
長
）
が
共
同
で
カ
サ

ゴ
の
稚
魚
2
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
水
産
資
源
の
維
持
増
大
の
た
め
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
県
栽
培
漁
業
公
社

で
6

cm
程
に
中
間
育
成
さ
れ
た
カ
サ
ゴ
を
放

流
し
ま
し
た
。

の
も
と
、
J
X
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
社

員
や
家
族
約
1
0
0
名
が
栗
園
の
草
刈
り
作

業
や
ヤ
マ
モ
モ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
和
木
町
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」と
は
、

町
民
、
企
業
、
行
政
が
協
働
で
森
林
の
整
備

や
環
境
保
全
を
行
う
も
の
で
、
J
X
日
鉱
日

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
昨
年
12
月
に
、
蜂
ヶ
峯

総
合
公
園
内
町
有
林
や
八
幡
山
公
園
な
ど
約

7
ha
を
「
E
N
E
O
S
の
森
」
に
設
定
し
、

年
2
回
程
度
、
森
林
保
全
活
動
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
日
、
参
加
者
の
う
ち
男
性
40
名
は
、

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
付
近
に
あ
る
約
0.
5
ha

の
栗
園
の
草
刈
り
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
雨
の
降
る
中
、
鎌
や
草
刈
り
機
で
、
斜
面

な
ど
に
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
、
約
1
時
間
か

け
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

草
刈
作
業
及
び
収
穫
体
験
終
了
後
の
交
流

会
で
は
、
和
木
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
（
西
﨑
節
子
会
長
）
か
ら
ご
提

供
い
た
だ
い
た
「
や
ま
も
も
ジ
ャ
ム
」
の
試

食
会
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恐
竜
の
森
に
あ
る
ヤ
マ
モ
モ
林
で

は
、
女
性
や
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
ヤ
マ
モ

モ
の
実
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
黒
っ
ぽ
く
熟
し
た
実
を
探
し
な
が

ら
、
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

蜂
ヶ
峯
の
栗
園
で
草
刈
り
奉
仕
や
ヤ
マ
モ
モ
の
収
穫

和
木
町
協
働
の
森
づ
く
り
事
業

カ
サ
ゴ
の
稚
魚
を
放
流

藤岡　義彦さん
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日　時▶8月26日㈰まで（無休）
　　　　10時~18時
場　所▶アートウィング（和木美術館）
入場料▶無料
体験イベントは1人あたり500円（当日徴収）
内　容▶トリックアートとは、平面のものを立体
的に描き出す「だまし絵」アートです。作品に触
れて、撮影でき、まるで絵の中に入り込んだよう
な写真を撮ることができます。
イベント▶
●くるくるうちわ　8月 7 日㈫
●エイムズの部屋　8月23日㈭

詳細はポスターやチラシをご覧ください。
問合せ▶教育委員会（☎53－3123）

日　時▶ 8月26日㈰　14時30分開演
場　所▶文化会館
入場券販売所▶
●総合コミュニティセンター
●文化会館
問合せ▶和木町文化協会（☎52－2191）

日　時▶12月15日㈯　18時開演
場　所▶文化会館
募集内容▶
●器楽（ピアノ・木管楽器・金管楽器・弦楽器など）
●声楽（ソロ・コーラスなど）
演奏時間▶ 7分以内
募集組数▶15組（応募多数の場合は先着順とさせて
いただきます。）
受付期間▶ 9月 1 日～18日
申込方法▶申込用紙に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸ
または郵送によりお申込みください。
※募集要項・申込用紙はホームページにあります。
　　　　　　　　　　（http://www.waki-c.com/）
問合せ▶
総合コミュニティセンター
（☎52－2191）
（　52－5200）

大好評
開催中

ーーー

☎☎ 195 219－22－ 919 ））

入場券
好評販売中

場場場　所場場　所▶ 館館会会館文文化会
券販 所所販入場券販売所入入場 ▶ 券券券入場券
時日 時時時日日 時時日日日 ▶▶▶▶ 月8月8 月8 月月 日日2626626日日㈰㈰　㈰　㈰㈰㈰㈰ 414時時時時時44時時3時314144時時

場 所場場 所場 ▶▶ 館館会会館文化文文化会
開開000分0分3300 開開開開分分開開分分 演演開演開演演演演開開分分

券券入入入場券

いっこく堂 ＆ らんま先生

FA X文字ずれ注意

ま
ち
の
話
題

　

6
月
27
日
、
和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議

会
（
古
木
哲
夫
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
協
議
会
で
は
「
3
月
に
改
訂
さ
れ
た
山

口
県
人
権
推
進
指
針
の
周
知
を
図
り
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
、
心
豊

か
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。」

と
副
会
長
で
あ
る
河
村
教
育
長
が
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
平
成
23
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
、
平
成
24
年
度
予
算
案
、
事
業
計
画
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
で
は
、
山
口
大
学
教
育
学

部
霜
川
正
幸
准
教
授
に
よ
る
「
子
ど
も
た
ち

に
学
ぶ
こ
と
、
私
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
体
験

や
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
先
生
の
話
を
通
し

て
、
今
の
子
ど
も
達
の
特
徴
や
豊
か
な
人
間

性
の
創
造
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
人

権
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 和

木
町
人
権
施
策
推
進
協
議
会
並
び
に
研
修
会

　

7
月
13
日
に
は
、
和
木
町
人
権
の
つ
ど
い

と
し
て
、
文
化
会
館
で
、
N
P
O
法
人
地
球

の
ス
テ
ー
ジ
代
表
理
事
の
桑
山
紀
彦
さ
ん
を

招
い
て
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

桑
山
さ
ん
は
世
界
各
国
で
医
療
救
援
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
世
界
各
地
の
紛
争
・
災

害
・
貧
困
の
地
で
出
会
っ
た
人
々
の
輝
き

を
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
楽
と
映
像
で
伝
え
て

く
れ
、
参
加
し
た
和
木
小
・
中
学
生
た
ち
は

一
人
一
人
の
命
の
大
切
さ
や
平
和
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
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●特定健康診査受診券をお送りしています
　保健相談センターでの集団健診を受診されなかった
方に、先月、特定健康診査受診券をお送りしています。
　和木町及び岩国市の医療機関（詳細は同封の一覧表
をご覧ください。）で受診することができます。
　年に一度の健康確認です。ぜひ受診してください。
●入院される場合は、ご連絡ください
　国民健康保険被保険者が医療機関に入院される場
合、交付する認定証は次のとおりです。

・認定証を提示することで、医療費は高額療養費の適用
区分に応じた自己負担限度額までの支払いですみ
ます。
・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養費）も
軽減されます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院される場合
は、必ず保健福祉課へご連絡ください。
・国民健康保険料の滞納がある世帯の方へは、お渡し
できない場合があります。
問合せ▶保健福祉課（☎52－2195）

オオキンケイギクの栽培は禁止されています 国保被保険者の方へ

70歳未満
の方

課税世帯

非課税世帯

課税世帯

非課税世帯

限度額適用認定証

限度額適用・標準負担額減額認定証

必要ありません。（高齢受給者証のみ）

限度額適用・標準負担額減額認定証
70歳以上
の方

介護予防講演会を開催しました
　 6月28日に「口腔ケアで介護予防！～健康はお口
から～」と題して、早野歯科医院の早野泰枝先生が
講演されました。たくさんの方にご来場いただき、
「普段意識していない自分の口の働きをしっかりと
感じられて、とても面白かった」との好評を得ま
した。
　早野先生のご理解を得て、講演で使用された健口
体操を紹介します。お口からの介護予防に取り組ん
でみましょう。
問合せ▶地域包括支援センター（☎52－2196）

こちら、こちら、こちら、こちら、

地域包括支援センターです地域包括支援センターです地域包括支援センターです地域包括支援センターです

お口の体操

むすんで むすんで またひらいてひらいて ベロだして

ベロをグルグルまわしますベロを右に ベロを左にそのベロはなにベロだして

　ふれあい工房クローバーでは、手づくり焼きたて
パンを販売しています。
※ふれあい工房クローバーは、障がいを持った方の
社会的な活動や経済的な自立を促し、障がい者の
社会参加を図るための施設です。

場　所▶総合福祉会館１階ロビー

手づくりパン
定期販売のお知らせ
手づくりパン
定期販売のお知らせ
手づくりパン
定期販売のお知らせ

平成24年
8月  8日㈬
9月12日㈬
10月10日㈬
11月14日㈬
12月12日㈬

平成25年
1月  9日㈬
2月13日㈬
3月13日㈬

15時～
15時～
15時～
15時～
15時～

15時～
15時～
15時～

皆さまのお越しを心よりお待ちしています皆さまのお越しを心よりお待ちしています

【日　時】

　オオキンケイギ
クは北アメリカ原
産のキク科の植物
で、明治の中頃か
ら鑑賞用や緑化用
として、日本に移入
されてきました。
 5月から7月の間
に、見た目も鮮やかな黄色の花を咲かせます。
　しかし繁殖力が強く、在来の植物を駆逐する
など悪影響を与える恐れがあることから、平成
18年に特定外来生物に指定され、栽培すること
は禁止されています。
　オオキンケイギクはいったん刈り取ってもま
た生えてきたり、種からも芽を出すため、あち
こちで野生化し、もとからそこにあった植物の
生育を脅かします。
　もし、家の周りで見つけた場合には、種がで
きないうちに刈り取るか、根を残すことなく引
き抜くようにしましょう。また、どこか他の場
所で見つけても、家に持ち帰ったり、別のとこ
ろに植えたりしないでください。
問合せ▶山口県環境生活部自然保護課

（☎083－933－3050）
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413

放課後子ども教室
「わきあいキッズ」
放課後子ども教室
「わきあいキッズ」
放課後子ども教室
「わきあいキッズ」

婦人会救急救命・
認知症サポーター養成講座

婦人会救急救命・
認知症サポーター養成講座

婦人会救急救命・
認知症サポーター養成講座

子ども環境クリーンアップ活動子ども環境クリーンアップ活動子ども環境クリーンアップ活動気持ちのよいあいさつを
町内に広げましょう！
気持ちのよいあいさつを
町内に広げましょう！
気持ちのよいあいさつを
町内に広げましょう！

山口県社会教育委員連絡協議会
総会・研修会　開催

山口県社会教育委員連絡協議会
総会・研修会　開催

山口県社会教育委員連絡協議会
総会・研修会　開催　 7 月10日、和木駐在所警察官 2

名と県から委嘱を受けた教委職
員 2 名の計 4 人が、県青少年健全
育成条例に基づき、コンビニエン
スストアの有害図書の陳列状況な
どについて立ち入り調査を行いま
した。
　町内店舗における有害図書の陳
列状況等は、良好でした。

　教育委員会では、あいさつ運動
の一環として、「標語」の募集を
行います。ふるってご応募くだ
さい。
募集対象▶標語の部：全町民、小
中学生は全児童生徒
募集締切▶ 9月 7 日㈮まで
応募方法▶応募用紙に一人一作品
※小・中学生は学校で配布済み
※一般の方は、教育委員会・総合
　コミュニティセンターで配布
提出先▶小・中学校または教育委員会
作品審査▶ 9月
表　彰▶各部門優秀作品に賞状と
副賞
※優秀作品は広報で紹介します。

　 7 月12日、
県庁で、今年
度の社会教育
功労者表彰が
行われ、本町
からは、和木
町婦人会会長
西田敏子さん
が受賞されました。
　西田さんは、平成17年度から
和木町社会教育委員として、本町
の社会教育の推進に尽力された功
績が評価されたものです。
　今後のさらなるご活躍を期待し
たいと思います。

　 7 月19日に通津美が浦公園で
「わきあいキッズ自然観察」を行
いました。普段見ることのできな
い海の生き物をたくさん見つける
ことができました。

　 7 月21日・22日に、和木町子
ども会育成連絡協議会（吉田浅
美会長）では、小学校 6 年生の
児童を対象に、秋吉台青少年自
然の家でインリーダーキャンプ
を開催しました。さまざまな活
動を通じて学んだリーダーとし
ての心構えを学校や地域で発揮
していって欲しいと思います。

町子連インリーダーキャンプ町子連インリーダーキャンプ町子連インリーダーキャンプ

　 7 月20日に、和木町婦人会（西
田敏子会長）では、文化会館で救
急救命及び認知症サポーター養成
講座を開催しました。

【認知症サポーターとは】
①認知症の人や家族に対して温かい目で
見守る人です。
②何か特別なことをする人ではありません。
③認知症を理解した認知症の人への「応
援者」です。
④認知症は、「自分たちの問題である」
という認識を持っています。
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○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

木水火月日 金 土
2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

6
13
20
27

2
9
16
23
30

5
12
19
26

3
10
17
24
31

4
11
18
25

8月の休館日

＜CD＞

＜一般書＞

☆時のシルエット／aiko
☆Uncontrolled／安室奈美恵
☆もう来る頃…／さだまさし
☆Jewelry box／T-ARA
☆NEWS Best／NEWS
☆一青十色／一青窈
☆Mr.Children 2001－2005 <micro>／Mr.Children
☆午後の天気／吉田拓郎
☆Tribute／L'Arc～en～Ciel
☆ビリーヴ／シェネル

『南十字星の誓い』 森村誠一著
『海賊とよばれた男　上・下』 百田尚樹著
『白ゆき姫殺人事件』 湊かなえ著
『ひらいて』 綿矢りさ著
『月と雷』 角田光代著
『ラスト・コード』 堂場瞬一著
『空飛ぶ広報室』 有川浩著

＜児童書・絵本＞

『よろず情ノ字　薬種控』 花村萬月著
『千鳥舞う』 葉室麟著
『確証』 今野敏著

『おやすみくまちゃん』 シャーリー・パレントー文
 デイヴィッド・ウォーカー絵　福本友美子訳
『妖怪温泉』 広瀬克也作・絵
『100回目のお引っ越し』 後藤みわこ著
『りゅうのぼうや』 富安陽子作　早川純子絵
『おひさまやのたんぽぽスプレー』
 茂市久美子作　よしざわけいこ絵
『ふたごのしろくま　とりさん、なんば？のまき』
 あべ弘士作・絵
『アーヤと魔女』 ダイアナ・ウィン・ジョーンズ作
 佐竹美保絵　田中薫子訳
『凸凹星ものがたり』 あんびるやすこ作・絵　
『いその生きもの・外洋の生きもの』
 さかなクン文・イラスト　中村征夫文・写真
『ブラスデイズ』 中山智幸著

日　時▶ 8 月18日㈯
 10時30分～11時
 おはなし会サークル
 「ゆびとま」
対象者▶幼児・小学生
場　所▶おはなしの部屋
問合せ▶図書館（☎54－0222）

おはなし会

　三井化学株式会社岩国大竹工場様よ
り、今年も青少年の育成及び科学（化
学）への興味・関心を持ってもらいたい
という目的で資料を寄贈していただきま
した。この機会に科学の世界をちょっと
のぞいてみませんか？

三井化学からの寄贈図書を
特別展示しています
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●作り方
①下準備
ブロッコリー…子房に分けて、塩茹で（分量外）する。
しめじ…石づきを除きほぐしておく。
　　　　熱湯でさっと茹でる。
カニカマ… 2～ 3 cmに切り、ほぐす。
②和える
ボウルにⓐをあわせて混ぜる。
水気を絞った①を加えて和える。

（ 1人分エネルギー44キロカロリー）

　ごまの香りとブロッコリーの食感がおいしいです。
（和木町食生活改善推進協議会　 5班）

　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送しています。
ご覧ください。

　母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認して
みましょう。受け忘れている予防接種がある場合
は、お子さんの体調が良い時に早めに医療機関で
受けられることをお勧めします。
　また、各学年時に接種が必要な二種混合予防接
種や麻しん風しん予防接種（第 2 ・ 3 ・ 4 期）は
受けましたか？ 実施期間は今年度末までですが、
少しでも早く免疫を獲得し、お子さんと町の健康
づくり、感染症予防のために、夏期休暇を利用し
て 9 月までに受けられることをお勧めします。期
間を過ぎた場合、有料になりますのでご注意くだ
さい。

※風しんが発生しているとの報告が増加しています。 
麻しん風しん予防接種の対象の方は早めに接種し
ましょう。

問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

ⓐ

ブロッコリーとしめじのごま和え
（材料４人分）

ブロッコリー……………………160ｇ
しめじ……………………………100ｇ
かに風味かまぼこ………………20ｇ
 すりごま（白）………大さじ 1
 しょうゆ……大さじ1 と 1/2
 砂糖…………………小さじ 1

受け忘れている予防接種はありませんか？

平成２４年度各学年時に接種が必要な予防接種の対象者

二種混合

麻しん風しん
（第 2期）

〃
（第 3期）

〃
（第 4期）

年長児
（平成18年 4 月 2 日～平成19年 4 月 1 日生まれ）

小学 6年生
（平成12年 4 月 2 日～平成13年 4 月 1 日生まれ）

中学 1年生
（平成11年 4 月 2 日～平成12年 4 月 1 日生まれ）
高校 3年生
（平成 6年 4月 2日～平成 7年 4月 1日生まれ）

〜
ち
ょ
っ
と
小
話
〜

熱
中
症
に
注
意

　

7
月
か
ら
9
月
の
間
は
、
1
年
の
な
か
で

熱
中
症
の
患
者
が
最
も
多
い
時
期
で
す
。
10

代
は
ス
ポ
ー
ツ
場
面
、
30
〜
50
代
は
労
働
場

面
、
65
歳
以
上
は
日
常
生
活
で
の
発
生
が
多

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
暑
さ
を
避
け
る

　

日
陰
を
選
ぶ
、
帽
子
を
か
ぶ
る
な
ど

②
服
装
を
工
夫
す
る

　

襟
元
を
ゆ
る
め
て
通
気
を
よ
く
す
る

③
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

　

の
ど
が
渇
く
前
か
ら
水
分
補
給

④
個
人
の
条
件
を
考
慮
す
る

　

高
齢
の
方
は
加
齢
と
と
も
に
暑
さ
や
の
ど

の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

年
齢
の
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
は
ま
だ
体
温
を

調
節
す
る
機
能
が
十
分
に
発
達
し
て
い
ま
せ

ん
。
高
齢
の
方
、
子
ど
も
さ
ん
は
特
に
熱
中

症
予
防
の
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
場
合
は
、
涼
し
い
場

所
で
休
息
し
、
首
筋
や
脇
の
下
な
ど
を
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
で
水
分
を
補
給
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
意
識
が
な
い
場
合
、
自
力
で
水
分
を
摂

取
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

「
暑
さ
指
数
（
W
B
G
T
指
数
）」

　

W
B
G
T
指
数
（
湿
球
黒
球
温
度
）
と

は
、
気
象
庁
が
発
表
し
て
い
る
日
照
時
間
等

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
環
境
省
が
算
出
し
た
予

報
値
で
す
。

　

予
報
は
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、

6
時
間
ご
と
に
更
新
さ
れ
て
お
り
、
暑
さ
指

数
ご
と
に
注
意
事
項
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
に
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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★は申込みが必要です。

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）
保健相談センター
体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

プレイルーム
健康相談

1歳 6ヵ月児健診
3歳児健診
プレイルーム

すくすく計測・相談会
元気アップ教室★
プレイルーム
健康相談
健康相談

妊婦さんのつどい★
プレイルーム

元気アップ教室★
プレイルーム

赤ちゃんのつどい★

10：00～15：00
9：30～10：30

12：45～13：00

10：00～15：00
13：30～14：30
10：00～11：30
10：00～15：00
9：30～10：30
9：30～10：30
10：00～12：00
10：00～15：00
10：00～11：30
10：00～15：00
9：30～11：30

8月16日（木）
17日（金）

22日（水）

23日（木）

24日（金）
30日（木）
9月3日（月）
5日（水）

6日（木）

7日（金）
13日（木）
14日（金）

（8月16日～9月14日）

　 6 月下旬に実施した総合健診の結果は、 7 月24日か
ら27日までの健診結果相談会でお返ししました。結果
により医療機関を受診するように勧められた方は、早
めに受診してください。特定保健指導のご案内が届い
た方は、利用について保健相談センターへご連絡くだ
さい。健診結果相談会に参加されなかった方には、今
月から保健師の訪問等で結果をお届けします。

規則正しい生活リズムを大切にしましょう
昼間は外でしっかり遊んでいますか？
戸外で十分に体を動かせて遊ばせ、けがや病気をしない
丈夫な体をつくりましょう。ただし、暑い時期は水分補
給をしっかりと行ってくださいね。

（和木町母子保健推進協議会）

乳幼児とその保護者の方
一般の方

平成23年 1月～ 2月生まれ
平成21年 7月～ 8月生まれ
乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
一般の方

妊婦とその家族
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方
乳児とその保護者の方

●●●●●●●●●●母推さんから一口メモ 総合健診結果について総合健診結果について

　 7 月14日、山口県立大学主催の公開講座「親も子
も元気に育とう！子育て応援講座」が保健相談セン
ターで行われました。第 1 回目は江里健輔学長を講師
に迎え「医療の原点は信頼にある」をテーマに、楽し
く、また分かりやすくお話いただきました。町内外か
ら23名が来場され、講座終了後には「地域で良い話を
聞ける機会があり、良かった」との声が聞かれました。
　次回以降の日程は 8 月 4 日、18日、25日です。途
中からの申込みも可能です。参加ご希望の方は保健相
談センター（☎52－7290）にお問合せください。

①ヨガ
日　時▶ 8月24日㈮　10時～11時30分
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・タオル・お茶
申込み▶ 8月22日㈬まで。
先着15名で締め切ります。

②メノポーズ
日　時▶ 9月 7日㈮　10時～11時30分
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・タオル・お茶
申込み▶ 9月 5日㈬まで。
先着15名で締め切ります。

①②ともに会場および問合先は
保健相談センター（☎52－7290）

元気アップ教室山口県立大学公開講座を開催
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行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
8
月
16
日
㈭　

10
時
～
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

予
約
制
（
無
料
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
奇
数
月
第
2
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
3
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
・
問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
29

｜

1
5
2
5
）

町
内
無
料
法
律
相
談

日　

時
▼
8
月
21
日
㈫　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
白
木
健
太
朗
弁
護
士

受　

付
▼
8
月
16
日
㈭
ま
で
（
先
着
5
名
）

お
願
い
▼

・
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜
1
6
1
6
）

特
設
人
権
相
談
所

日　

時
▼
9
月
5
日
㈬

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

場　

所
▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の

貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め

ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

期　

間
▼
9
月
1
日
㈯
〜
30
日
㈰
の
期
間
で

相
談
者
が
希
望
す
る
日
時
（
原
則
平
日
）

に
、
山
口
県
内
の
希
望
す
る
場
所
に
当
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
（
家
庭
裁
判
所
提
出
名
簿
登

載
司
法
書
士
）
が
訪
問
し
、
相
談
を
受
け
ま

す
。

対
象
者
▼

①
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

②
将
来
、
判
断
能
力
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
と
不
安
が
あ
る
方

③
①
、
②
を
支
え
る
家
族
、
支
援
者
、
福
祉

関
係
者
、
一
般
市
民

相
談
内
容
▼
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談

予
約
方
法
▼
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相

談
内
容
・
希
望
す
る
日
時
と
場
所
を
電
話
、

F
A
X
、
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
▼
8
月
20
日
㈪
〜
9
月
28
日

㈮土
日
・
祝
日
を
除
く
9
時
〜
12
時
、
13
時
〜

17
時

予
約
・
問
合
せ
▼

〒
7
5
3

｜

0
0
4
8

山
口
市
駅
通
り
2
丁
目
9

｜

15

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口

  　
（
☎
0
8
3

｜

9
2
4

｜

5
2
2
0
）

  　
（　

 

0
8
3

｜

9
2
1

｜

0
4
7
5
）

黙
と
う
の
お
願
い

　

原
爆
死
没
者
及
び
第
二
次
世
界
大
戦
死
没

者
の
ご
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈

念
す
る
た
め
に
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
次
の

日
時
に
1
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ

う
。

◆
広
島
原
爆
投
下
時
刻

　

8
月
6
日
㈪　

8
時
15
分

◆
長
崎
原
爆
投
下
時
刻

　

8
月
9
日
㈭　

11
時
2
分

◆
終
戦
記
念
日

　

8
月
15
日
㈬　

正
午

　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

期　

日
▼
11
月
4
日
㈰

場　

所
▼
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
駐

車
場
）

募
集
開
始
▼
8
月
20
日
㈪
か
ら

　
　
　
　

※
先
着
17
店
舗

出
店
料
▼
2,
0
0
0
円

区　

画
▼
2.
5
m
（
間
口
）
×
3.
0
m

（
奥
行
）

※
テ
ン
ト
な
し

※
1
出
店
者
、
1
区
画
と
す
る
。

申
込
み
▼
所
定
の
申
込
用
紙
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
出
店
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

注　

意
▼

1. 

屋
外
で
の
出
店
と
な
り
ま
す
。

2. 

机
、
椅
子
、
敷
物
な
ど
の
備
品
は
出

店
者
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

3. 

雨
天
の
場
合
も
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
し
ま

す
。
雨
対
策
は
各
自
で
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

4. 

業
者
の
方
は
お
断
り
し
ま
す
。

5. 

出
店
を
取
り
や
め
ら
れ
た
場
合
も
出

店
料
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

6. 

会
場
内
は
全
面
禁
煙
で
す
。

問
合
せ
▼
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局
（
和
木
町
教
育
委
員

会
事
務
局
内
）（
☎
53

｜

3
1
2
3
）

各
種
お
知
ら
せ
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※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
2
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
建
設
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

 　

  

（
☎
52

｜

2
1
9
7　

内
線
4
1
2
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

会
員
に
な
っ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
?

条　

件
▼
町
内
に
在
住
し
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
方

年
会
費
▼
4,
0
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
）

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

●
屋
内
で
の
軽
作
業

●
大
工
仕
事
、
左
官
仕
事
、
塗
装

●
管
理
、
守
衛
、
宿
直

●
庭
木
剪
定
、
刈
込
み
、
消
毒　

な
ど

問
合
せ
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
53

｜

8
0
5
5
）

◆
お
知
ら
せ
◆

　

7
月
12
日
未
明
、
ポ
ニ
ー
の
ア
イ
の
赤

ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
6
月
7
日
に
生
ま
れ
て
か
ら
小

さ
く
可
愛
ら
し
く
、
元
気
よ
く
走
り
回
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
成
長

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
に
と
て
も
残

念
で
す
。
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ま
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
ア
イ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
愛
称
募
集

は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

づ
き
、
前
年
の
所
得
及
び
受
給
資
格
に
つ
い

て
審
査
す
る
も
の
で
、
こ
の
届
出
を
し
て
い

た
だ
か
な
い
と
8
月
以
降
の
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

証
書
及
び
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
添
付

書
類
を
添
え
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当

届
出
期
間
▼
8
月
31
日
㈮
ま
で

添
付
書
類
▼

世
帯
全
員
の
住
民
票

養
育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

届
出
期
間
▼
9
月
10
日
㈪
ま
で

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
時
効
に
よ
り

手
当
を
受
け
る
資
格
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
4
）

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
6
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

退
職
（
失
業
）
時
の
特
例
免
除
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ

ば
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
免
除
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
申
請

者
及
び
世
帯
主
、
配
偶
者
の
所
得
が
審
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

失
業
に
伴
う
退
職
を
し
た
場
合
に
は
、

「
特
例
免
除
制
度
」
が
あ
り
、
退
職
し
た
配

偶
者
ま
た
は
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し

て
審
査
が
行
わ
れ
る
の
で
、
所
得
制
限
額
が

低
く
な
り
ま
す
。

特
例
免
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
書
類

（
失
業
を
事
由
と
す
る
特
例
認
定
）

●
公
的
機
関
の
失
業
証
明
書
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
喪
失
確
認
通
知
、
離
職
票
、
雇
用

保
険
資
格
者
証
な
ど
退
職
し
た
こ
と
が
証

明
で
き
る
も
の

●
印
か
ん

問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24

｜

2
2
2
2
）　

児
童
扶
養
手
当
、特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
1
回
、
受
給
者
（
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
所

得
制
限
に
よ
り
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
方
も
含
み
ま
す
。）
か
ら
の
届
出
に
も
と

海
上
自
衛
隊　

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

岩
国
航
空
基
地
祭

●
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
▼
9
月
15
日
㈯　

14
時
30
分
〜

場　

所
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

内　

容
▼
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
（
入
場
券
が
必
要
）

●
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
祭

日　

時
▼
9
月
16
日
㈰

場　

所
▼
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

内　

容
▼
航
空
機
の
体
験
搭
乗
（
搭
乗
券
が

必
要
）、
航
空
機
の
展
示
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
体
験
等

入
場
券
・
搭
乗
券
の
申
込
方
法
▼

●
申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
1
名
ま
た
は
2
名
ま
で
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
入
場

券
・
搭
乗
券
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
一
人
様
1

枚
限
り
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

搭
乗
券
の
申
込
み
に
際
し
て
は
、
希
望
機

種
（
飛
行
艇
ま
た
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
を
記

入
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
体
験

搭
乗
の
対
象
は
、
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）
で
す
。

●
応
募
先

〒
7
4
0

｜

8
5
5
5

山
口
県
岩
国
市
三
角
町
2
丁
目

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
「
体
験
搭
乗
」

ま
た
は
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
係

●
応
募
期
限　

8
月
28
日
必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
広
報

室
（
☎
22

｜

3
1
8
1　

内
線
6
2
3
2
）
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通
学
路
の
合
同
安
全
点
検
実
施

　

昨
今
、
通
学
途
中
で
の
交
通
事
故
が
続
い

て
い
ま
す
。
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
も
、
通
学
路
の
安
全
点
検
は
、
と
て
も
重

要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
和
木
町
に
お
い
て
も
、
6
月
25

日
と
7
月
9
日
に
県
や
町
の
道
路
関
係
者
、

警
察
機
関
や
学
校
関
係
者
が
集
ま
り
、
町
内

の
通
学
路
を
点
検
し
ま
し
た
。
7
月
9
日
に

は
実
際
の
現
場
に
も
出
向
き
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
道
路
環
境

の
改
善
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

改
善
案
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
、
道
路
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
火
管
理
講
習
会

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時
▼

甲
種
：
9
月
27
日
㈭
、
28
日
㈮

　
　
　

10
時
〜
16
時

乙
種
：
9
月
27
日
㈭　

10
時
〜
16
時

場　

所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

定　

員
▼
80
名
（
先
着
順
）

受
講
料
▼
テ
キ
ス
ト
代
4,
0
0
0
円

募
集
期
間
▼
9
月
3
日
㈪
〜
14
日
㈮

申
込
み
▼
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ま
た

は
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
提
出
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22

｜

1
3
2
0
）

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会

　

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日　

時
▼
8
月
24
日
㈮
〜
27
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

場　

所
▼

●
24
日
㈮
、
27
日
㈪

　

岩
国
市
役
所
5
階
会
議
室

●
25
日
㈯
、
26
日
㈰

　

山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事
務
所

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国

地
域
事
務
所
（
☎
23

｜

1
5
8
0
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
時
▼
11
月
18
日
㈰

受
付
期
間
▼

書
面
申
請
：
8
月
31
日
㈮
〜
9
月
14
日
㈮

電
子
申
請
：
8
月
28
日
㈫
〜
9
月
11
日
㈫

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出

張
所
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要
書
類

等
を
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
準
備
講
習

対　

象
▼
乙
種
第
4
類
受
験
者

期　

日
▼
10
月
22
日
㈪
、
23
日
㈫

場　

所
▼
岩
国
自
動
車
学
校
講
堂
（
岩
国
市

錦
見
7
丁
目
1
―
40
）

受
講
申
請
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消

防
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
て
受
講
料
を
添
え
岩
国
地
区
防

災
協
会
（
消
防
本
部
予
防
課
内
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課
（
☎
22

｜

1
3
2
0
）

県
警
察
音
楽
隊「
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

日　

時
▼
8
月
26
日
㈰　

16
時
〜
18
時

場　

所
▼
サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い
（
柳
井
市
）

内　

容
▼

●
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

●
警
察
広
報
ス
テ
ー
ジ

●
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

●
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー
ジ

入
場
整
理
券
の
配
布
▼

配
布
開
始
日
時
：
8
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜

配
布
場
所
：
警
察
本
部
（
受
付
）、
岩
国
警

察
署
、
岩
国
警
察
署
岩
国
西
幹
部
交
番

問
合
せ
▼
山
口
県
警
察
本
部

　

  

（
☎
0
8
3

｜

9
3
3

｜

0
1
1
0
）

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
実
施

　

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免

除
さ
れ
た
方
等
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

国
が
行
う
も
の
で
、
合
格
者
に
は
高
等
学
校

の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日
時
▼
11
月
1
日
㈭

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時
40
分

試
験
場
所
▼
山
口
県
教
育
庁
（
山
口
県
庁

内
）

試
験
科
目
▼
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
（
英
語
）

願
書
受
付
期
間
▼
8
月
17
日
㈮
〜
9
月
4
日

㈫
（
消
印
有
効
）

問
合
せ
▼
山
口
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　

 

（
☎
0
8
3

｜

9
3
3

｜

4
6
0
0
）

和
木
町
近
郊
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期　

日
▼
7
月
15
日

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼

優
勝　

和
木
C
a
t,
s
（
町
体
協
）

2
位　

レ
ビ
ン
ズ
（
町
体
協
）

3
位　

美
川
ク
ラ
ブ
・
御
庄
S
O
X

　

ザ
バ
ス
杯
第
46
回
全
日
本

リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
手
権
大
会

　

先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
、
和
木
中
1
年
生

の
大
西
都
貴
君
が
所
属
す
る
広
島
佐
伯
リ
ー

グ
が
、
ザ
バ
ス
杯
第
46
回
全
日
本
リ
ト
ル
リ

ー
グ
野
球
選
手
権
大
会
の
1
回
戦
で
東
北
連

盟
第
一
代
表
の
仙
台
東
と
対
戦
し
、
惜
し
く

も
1
対
0
で
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

ご
声
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ

優勝した和木Cat 'sの皆さん
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【
開
放
日
】
8
月
28
日
㈫
ま
で

※
8
月
12
日
㈰
〜
15
日
㈬
は
閉
鎖

【
開
放
時
間
】
10
時
〜
12
時
、
13

時
〜
17
時

【
プ
ー
ル
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注

意
事
項
】

●
共
通
事
項

・
す
べ
て
の
プ
ー
ル

で
の
飛
び
込
み
は
、

禁
止
し
ま
す
。

・
利
用
上
の
注
意
事

項
が
守
っ
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
に
は
、

利
用
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
利
用
者

に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
行
為
を

さ
れ
た
場
合
は
、
今
後
の
利
用
を

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
町
民
プ
ー
ル
（
幼
稚
園
児
ま
で
）

・
幼
児
等
が
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
保
護
者
が
、
各

自
で
自
分
の
子
ど
も
を
監
視
し
て

く
だ
さ
い
。

・
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
、
小
学

校
2
年
生
ま
で
子
ど
も
の
入
場
は

で
き
ま
す
。

・
幼
児
等
で
、
オ
ム
ツ
の
は
ず
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

・
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は

可
能
で
す
が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、

ボ
ー
ト
な
ど
他
の
人
に
迷
惑
と
な

る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
中
学
校
プ
ー
ル

・
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。

・
こ
の
プ
ー
ル
は
、
小
学
校
3
年

生
〜
一
般
の
方
の
み
利
用
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
小
学
生
に
つ
い
て

は
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
保
護
者
が
一
緒

に
遊
泳
で
き
な
い
場
合
は
、
利
用

を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

・
利
用
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
水
泳

用
の
帽
子
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は

可
能
で
す
が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、

ボ
ー
ト
な
ど
他
の
人
に
迷
惑
と
な
る

よ
う
な
物
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
河
川
プ
ー
ル
（
瀬
田
・
関
ヶ
浜
）

・
悪
天
候
の
場
合
、
水
質
が
悪
化

し
た
場
合
等
、
遊
泳
に
適
さ
な
い

場
合
は
、
急
に
閉
鎖
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
―
2
8
1
1
）

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
及
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
及
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
及
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

　平成20年度から木造住宅の耐震診断、耐震改修に
要する費用の一部を補助してきましたが、耐震化を
促進するため、平成24年度から耐震診断のみ国・
県・町が費用の全額を負担し、所有者は無料となり
ます。診断については、㈳山口県建築士会から建築
士（耐震診断員）が派遣されることとなります。
　耐震改修については、これまでと同様に費用の一
部を補助します。
補助対象▶町内にある住宅で、昭和56年 5 月31日以
前に着工された一戸建ての木造住宅
補助条件▶所有者が町税を滞納していないなど（詳
しくは、事前にお問合せください。）
募集の概要▼
◆無料耐震診断
　募集戸数▶ 4戸程度
　※申込みが多数の場合は、抽選となります。
　募集期間▶ 9月28日まで
　※耐震診断員の派遣は、10月以降となります。
◆耐震改修
　募集戸数▶ 2戸
　募集期間▶ 9月28日まで
　補助限度額▶60万円
※耐震改修を行うためには、事前に耐震診断が必要
となります。
申込み・問合せ▶都市建設課　管理係（☎52－2197）
※申込書は、ホームページにも掲載しています。

木造住宅の無料耐震診断・
耐震改修補助制度

木造住宅の無料耐震診断・
耐震改修補助制度

　和木町では、平成24年 7 月 9 日から、個人の権
利の侵害を防ぐために、戸籍謄抄本等を本人の代理
人及び第三者に交付したときに、本人にその事実を
郵送でお知らせする「登録型本人通知制度」を実施
しています。

◆登録型本人通知制度の概要
　登録型本人通知制度は、和木町に本籍や住民登録
がある（あった）方が事前に登録することにより、
その方に係る戸籍謄抄本や住民票の写し等を、本人
の代理人及び第三者に交付した場合にその交付した
事実について登録者本人にお知らせする制度です。
◆登録型本人通知制度の流れ
⑴事前の登録申請・・・通知を希望する方は、住民
サービス課へ事前に登録申請書を提出します。
⑵登録者名簿に登録・・・町から登録決定通知書を
送付します。
⑶代理人・第三者からの交付請求・・・請求書の内
容を審査して不備がなければ、交付します。
⑷登録者に通知・・・事前に登録された方に交付し
た事実を通知します。
⑸開示請求・・・交付請求書の開示請求をすること
ができます。
　手続きに必要なものなど、詳細は下記へお問合せ
ください。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）

戸籍謄本等の交付に係る
「登録型本人通知制度」
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の
ぞ
み
ち
ゃ
ん
ひ
と
り
で
パ
ン
ツ
は
け
た
の
ね

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
お
な
か
で
笑
う	

横
川
美
代
子

「
智
栄
子
さ
ん
」
父
は
笑
顔
で
亡は

母は

を
呼
び

　

最さ
い

期ご

の
時
に
わ
が
手
握
り
し	

灰
岡　

裕
美

い
た
だ
き
し
バ
ラ
次
々
と
花
ひ
ら
き

　

黄
色　

ピ
ン
ク
と
香
り
も
や
さ
し	

広
宇
次
信
子

暮
れ
て
ゆ
く
川
面
を
す
べ
る
カ
ワ
セ
ミ
は

　

ゆ
き
つ
も
ど
り
つ
青
き
す
じ
引
く	

竹
次　

兼
俊

新
緑
の
雑
木
林
に
万
華
鏡

　

の
ぞ
く
が
ご
と
く
木
洩
れ
日
揺
る
る	

藤
上　

紀
子

【
相
　
談
】

　

「
屋
根
の
ソ
ー
ラ
ー
が
壊
れ
て
い

る
。
先
日
の
台
風
に
よ
る
強
風
被
害
で

は
な
い
か
? 
火
災
保
険
で
修
理
で
き

る
か
ら
、
保
険
会
社
と
交
渉
し
て
あ
げ

る
。
費
用
は
5
万
円
位
」
と
言
わ
れ
、

保
険
金
が
出
る
な
ら
と
内
金
2
万
円
を

払
っ
た
。

　

し
か
し
、
後
で
領
収
書
を
見
る
と
但

書
き
に
「
強
風
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
撤

去
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
詐
欺
で
は

な
い
か
と
思
い
、
断
り
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

今
回
の
相
談
に
つ
い
て
、
ソ
ー
ラ
ー

の
点
検
は
、
近
隣
の
信
頼
で
き
る
業
者

で
点
検
し
て
も
ら
う
こ
と
、
契
約
に
つ

い
て
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
葉
書
で

通
知
し
、
既
払
い
金
の
返
還
を
求
め
る

方
法
を
助
言
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売

は
、
保
険
金
請
求
の
代
行
契
約
を
装

い
、
最
終
的
に
は
災
害
の
住
宅
修
理
工

事
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

「
市
の
方
か
ら
来
た
」
と
か
「
業
界

団
体
の
よ
う
な
名
前
」
で
信
用
さ
せ
て

勧
誘
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

工
事
が
ず
さ
ん
だ
っ
た
り
、
必
要
の
な

い
修
理
ま
で
さ
せ
ら
れ
た
り
、
契
約
を

結
ん
だ
も
の
の
保
険
金
が
下
り
な
か
っ

た
り
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て

い
ま
す
。

　

お
か
し
い
ぞ
?
困
っ
た
な
?
と
思
っ

た
ら
、
左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
▼

　

企
画
総
務
課
（
☎
52

｜

2
1
3
6
）

　

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

　

久
保
千
枝
子
（
☎
53

｜

2
7
3
8
）

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
0
8
3

｜

9
2
4

｜

2
4
2
1
）

Vol.86

「火災保険が使える」と誘う
住宅修理トラブルに注意！

今月の納税

	

（
7
月
句
会
）

梅
雨
晴
の
峡か

い

を
吹
き
抜
く
風
は
笛	

越
智　

幸
子

古
書
店
に
走
り
込
み
た
る
白
雨
か
な	

小
川　

誉
子

海
峡
の
平
氏
の
霊
や
合ね

歓む

の
花	

灰
岡
美
穂
子

あ
じ
さ
い
や
眼
科
の
椅
子
の
色
違
い	

平
岡　

菊
江

雨
あ
が
り
青
葉
に
玉
の
光
か
な	

山
重　

杵
子

緑
蔭
の
真
只
中
や
喫
茶
店	

与
三
本
愛
子

和木町のごみ事情和木町のごみ事情
　ごみは、きちんと分別し、ルールを守って指定された日に出しましょう。
　「燃えるごみの日」、「プラスチックの日」、「金属・不燃ごみの日」は、必ず町指定のごみ袋に入れて出
してください。また、ごみを出すときには、必ず名前を記入してください。町では、決められたルールを徹
底するため、ルールが守られていないごみは、その内容を明記したシールを貼って、収集せずに取り残すこ
ととしています。
　今後も、ごみの出し方のルールを守っていただきますよう、ご協力をお願いします。また分別で迷ったと
きは、「和木町家庭ごみ収集カレンダー」を参考にしてください。

　山口県警察では、運転免許証を自主返納された65歳以上の高齢者に対して、「運転卒業者サポート手帳」
を交付する制度を行っています。和木町は、高齢者の交通事故防止の観点からこの制度を支持しており、手
帳を提示することで、町内巡回バス「あいあいバス」を無料でご利用いただける制度を運営しています。
　このたびは、規定整備により、「運転卒業者サポート手帳」だけでなく「運転経歴証明書」でも同様の支
援制度を受けられることになりました。
●「運転経歴証明書」とは
　運転免許の返納による取消を受けた日前 5 年間の運転経歴について、免許取得事実を証明するもの。
●「運転卒業者サポート手帳」とは
　65歳以上の方が運転免許証を自主的に返納すると山口県警察より交付されます。

　所定の調査票をもとに、家庭での生活や温暖化対策の取組状況等を調査し、その結果に応じて温室効果ガスの
削減方法の助言を行うものです。 1回の所要時間は10分程度です。

　山口県知事から委嘱を受けた「地球となかよし県民運動推進員」が診断します。診断員は地球温暖化対策のス
ペシャリストです。

●各家庭のライフスタイルに合った具体的な省エネアドバイスを受けることができます。
●診断が省エネ行動につながることにより、光熱費などの家計の節約につながります。
●家庭で環境に配慮した省エネ行動を日常的に行うことで、地球の温暖化防止に貢献できます。
　診断料は無料です。省エネの取り組みを後押しするため、参加者には省エネグッズを贈呈します。

申込み・問合せ▶山口県地球温暖化防止活動推進センター（☎083－933－0018）
　　　　　　　　住民サービス課（☎52－2194）

受けてみませんか？家庭におけるストップ温暖化診断受けてみませんか？家庭におけるストップ温暖化診断

ごみの出し方のルールを守ろう！ごみの出し方のルールを守ろう！

ストップ温暖化診断とは

　免許証の自主返納については、
岩国警察署にご相談ください。
問合せ▶岩国警察署（☎24－0110）

運転経歴証明書 運転卒業者サポート手帳

運転免許証を自主返納される方への支援を拡充
～町内巡回バスの無料利用～

診断するのは誰？

診断のメリット
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寄
付
・
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贈

町県民税・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 期分
町営住宅使用料・・・・・・・・・・・・・・8 月分
国民健康保険料・・・・・・・・・・・・・・2 期分
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・2 期分
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・2 期分

　町税などの納税は便利な口座振
替をご利用ください。

問合せ▶税務課（☎52−2193）
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和木町のごみ事情和木町のごみ事情
　ごみは、きちんと分別し、ルールを守って指定された日に出しましょう。
　「燃えるごみの日」、「プラスチックの日」、「金属・不燃ごみの日」は、必ず町指定のごみ袋に入れて出
してください。また、ごみを出すときには、必ず名前を記入してください。町では、決められたルールを徹
底するため、ルールが守られていないごみは、その内容を明記したシールを貼って、収集せずに取り残すこ
ととしています。
　今後も、ごみの出し方のルールを守っていただきますよう、ご協力をお願いします。また分別で迷ったと
きは、「和木町家庭ごみ収集カレンダー」を参考にしてください。

　山口県警察では、運転免許証を自主返納された65歳以上の高齢者に対して、「運転卒業者サポート手帳」
を交付する制度を行っています。和木町は、高齢者の交通事故防止の観点からこの制度を支持しており、手
帳を提示することで、町内巡回バス「あいあいバス」を無料でご利用いただける制度を運営しています。
　このたびは、規定整備により、「運転卒業者サポート手帳」だけでなく「運転経歴証明書」でも同様の支
援制度を受けられることになりました。
●「運転経歴証明書」とは
　運転免許の返納による取消を受けた日前 5 年間の運転経歴について、免許取得事実を証明するもの。
●「運転卒業者サポート手帳」とは
　65歳以上の方が運転免許証を自主的に返納すると山口県警察より交付されます。

　所定の調査票をもとに、家庭での生活や温暖化対策の取組状況等を調査し、その結果に応じて温室効果ガスの
削減方法の助言を行うものです。 1回の所要時間は10分程度です。

　山口県知事から委嘱を受けた「地球となかよし県民運動推進員」が診断します。診断員は地球温暖化対策のス
ペシャリストです。

●各家庭のライフスタイルに合った具体的な省エネアドバイスを受けることができます。
●診断が省エネ行動につながることにより、光熱費などの家計の節約につながります。
●家庭で環境に配慮した省エネ行動を日常的に行うことで、地球の温暖化防止に貢献できます。
　診断料は無料です。省エネの取り組みを後押しするため、参加者には省エネグッズを贈呈します。

申込み・問合せ▶山口県地球温暖化防止活動推進センター（☎083－933－0018）
　　　　　　　　住民サービス課（☎52－2194）

受けてみませんか？家庭におけるストップ温暖化診断受けてみませんか？家庭におけるストップ温暖化診断

ごみの出し方のルールを守ろう！ごみの出し方のルールを守ろう！

ストップ温暖化診断とは

　免許証の自主返納については、
岩国警察署にご相談ください。
問合せ▶岩国警察署（☎24－0110）

運転経歴証明書 運転卒業者サポート手帳

運転免許証を自主返納される方への支援を拡充
～町内巡回バスの無料利用～

診断するのは誰？

診断のメリット
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　Hello everyone.  My name is Emily Pucel and for 2 years I have been living and teaching 
in Waki.  Unfortunately, I have decided to leave Waki in order to work for a Japanese 
company and study business at the graduate level.  I want to thank you all for welcoming me 
into this beautiful town and close-knit community.  I appreciate all of your warm smiles, kind 
greetings, and help with adapting to life in Japan.  Because of all of you, Waki has become 
my second home.  I hope that I was able to show my deep gratitude through my contribution to Waki, both inside and 
outside the classroom.  I am so glad I was placed here in Waki and will never forget my time here.  Thank you everyone!
　皆さん、こんにちは。私はプセル・エミリーです。2年間和木町に生活したり英語を教えたりしていました。残念なが
ら、日本の会社で働いて大学院でビジネスを勉強するために和木を離れることに決めました。この美しい町と絆の強くの
コミュニティに私を受け入れてくださったことに感謝の気持ちを表したいと思います。皆さんの暖かい笑顔、優しい挨
拶、日本の生活に慣れるためのお手伝いに対しても本当に感謝しております。皆さんのおかげで和木町が第二の故郷
「Home　away　from　home」（自分の自宅にいるときのように安心して過ごせる自宅という意味）になりました。私
は感謝の気持ちを教室内や教室外での和木町への貢献を通して表わすことができたのなら幸です。和木町で過ごした時間
と色々な経験を絶対に忘れません。皆さん、本当にありがとうございました。

Thank you Miss. Emily. See you again.

M i E il P l d f 2 I h b li i d hi
エミリー先生ありがとう　また会いましょう
Thank you Miss. Emily. See you again.
エミリー先生ありがとう　また会いましょう

日本語の訳文はエミリー先生が考えられ、ほぼ原文のまま掲載しています。
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和木町の人口ピラミッド
男　3,296人
（－7）

女　3,306人
（＋5）

平成24年 7月1日現在
総人口　6,602人

世帯数　2,789世帯

和木町の面積　10.56km2
（ ）内は前月比

（－2）

（－13）
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